
初夏号
Vol.10

2016

第３回通常総代会開催
強風による園芸施設の被害
収容農産物 補償特約始まる

Topics

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
職
員
旅
行
で
熊
本
城
、
阿
蘇
山
を
訪
れ
た
時
を
思
い

出
し
ま
す
。

　
熊
本
城
で
武
者
返
し
の
石
垣
に
感
銘
し
、
阿
蘇
山
で

は
緑
の
大
草
原
に
気
持
ち
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
硫

黄
の
匂
い
と
煙
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

平
成
28
年
度　
第
１
回
理
事
会

日
時
：
平
成
28
年
４
月
25
日
（
月
）

　
審
議
事
項

①	

理
事
委
員
会
の
配
属
に
つ
い
て

②	

支
所
業
務
担
当
理
事
に
つ
い
て

③	

理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て



▲あいさつする坂本昭文組合長

▲議長を務める仲田祐康総代 ▲総代会の様子

第
３
回
通
常
総
代
会

第
３
回
通
常
総
代
会
が
、
平
成
28
年

５
月
30
日
、
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合
中

部
支
所
で
開
催
さ
れ
、
総
代
150
名
中
135

名（
う
ち
書
面
議
決
68
名
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

坂
本
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝

辞
に
続
き
、
米
子
市
の
仲
田
祐
康
総
代

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
全

議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議 事
　
主
な
議
案

第
１
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
共
済
規
程
一
部
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
［
平
成
27
年
度

事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、 

貸
借
対
照

表
、損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分（
不

足
金
処
理
）
案
］

第
４
号
議
案
　
平
成
28
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概

算
書
設
定
の
件

第
５
号
議
案
　
平
成
28
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法

決
定
の
件

第
６
号
議
案
　
無
事
戻
金
支
払
額
決
定
の
件

第
７
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
８
号
議
案
　
平
成
28
年
度
役
員
、
損
害
評
価
会
支
所

部
会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報

酬
額
決
定
の
件	

第
９
号
議
案
　
平
成
28
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決

定
の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
28
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
役
員
（
理
事
）
の
補
欠
選
任
の
件

第
12
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運

営
委
員
選
任
承
認
の
件

第
13
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件
　

山脇　優

理事　生橋　巧

新副組合長理事

新役員

平
成
28
年
度
計
画
等

全
13
議
案
を
承
認
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いよいよ建築へ
　５月16日に地鎮祭を終え、11月の完成に向けて東
部支所の建築が始まりました。
　なお、家畜診療所東部支所も同じ建物に移転します。

9

53

29

9

265

224

193181

264

156

26

21

41

鳥取砂丘
コナン空港

鳥取医療
センター

青島

鳥取大学前

湖山

聖神社

鳥取港

こどもの国

千代川

湖山池

鳥取砂丘

摩尼寺

イオン

鳥取城跡

鳥取駅

東部支所
建築地

鳥取県庁

53

53
鳥取市役所

完成予想図▶

▼東部支所建築地

▲坂本組合長による鍬入れ鳥取市賀露町4074番地

総代会での表彰者
　

表
彰
理
由

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営

や
事
業
推
進
に
特
に
貢
献

し
た
基
礎
組
織
役
員
等

鳥
取
市	
船
越　

作
一
郎

鳥
取
市	

高
田　

実	

鳥
取
市	

中
野　

孝
信	

鳥
取
市	

田
中　

良
明	

鳥
取
市	

兼
平　

信
義	

鳥
取
市	

清
水　

勝
男	

鳥
取
市	

田
中　

朝
彦	

鳥
取
市	

田
中　

富
幸	

岩
美
町	

田
中　

重
徳	

智
頭
町	

小
林　

実
夫	

倉
吉
市	

森　
　

敏
弘	

倉
吉
市	

松
島　

昇
行	

倉
吉
市	

竹
内　

孝
幸	

倉
吉
市	

川
本　

鐵
太
郎

倉
吉
市	

石
賀　

成
之	

湯
梨
浜
町	

遠
藤　

幸
人	

三
朝
町	

澤
谷　

秀
明	

三
朝
町	

田
栗　

幸
人	

琴
浦
町	

谷
口　

義
彦	

琴
浦
町	

安
岡　

己
雄	

米
子
市	

齋
木　

薫	

南
部
町	

百
千
田　

賢
治

大
山
町	

秋
田　

勝
美	

大
山
町	

影
山　

宏
明	

大
山
町	

尾
古　

礼
隆	

大
山
町	

宇
田
川　

俊
幸

日
南
町	

高
﨏　

正
幸	

日
南
町	

舩
越　

勲	

江
府
町	

宇
田
川　

保	

伯
耆
町	

森
田　

篤
志	

表
彰
理
由

平
成
27
年
度
に
建
物
共
済

の
加
入
推
進
に
努
め
、
組

合
に
対
し
て
多
大
な
貢
献

の
あ
っ
た
共
済
部
長

倉
吉
市	

伊
藤　

康
男

湯
梨
浜
町	

寺
地　

政
明

北
栄
町	

西
谷　

訓
明

大
山
町	

寺
井　

正
和

表
彰
理
由

平
成
27
年
度
に
建
物
共
済

の
加
入
推
進
に
努
め
、
組

合
に
対
し
て
多
大
な
貢
献

の
あ
っ
た
集
落

鳥
取
市	

宮
谷
集
落

鳥
取
市	

水
根
集
落

鳥
取
市	

宿
集
落

八
頭
町	

見
槻
中
集
落

倉
吉
市	

今
西
前
条
集
落

南
部
町	

井
上
集
落

伯
耆
町	

岩
屋
谷
集
落

大
山
町	

上
万
集
落

日
南
町	

高
代
集
落（

敬
称
略
）

事
業
功
績
者
の
部

建
物
共
済
の
部
（
共
済
部
長
）

建
物
共
済
の
部
（
集
落
）

共済事業 共済種類 数　量 共済金額
（千円）

畑作物
大豆 52,690 a 96,677
そば 10,984 a 6,573

園芸施設 ガラス・
プラスチック 4,977 棟 1,853,132

任　意
建物 60,891 棟 741,656,510

農機具 4,806 台 7,443,850
総共済金額 765,692,965

共済事業 共済種類 数　量 共済金額
（千円）

農作物
水稲 1,341,434 a 7,828,668
麦 14,386 a 30,723

家　畜
牛 33,782 頭 4,998,108
豚 32,621 頭 416,654

果　樹
ぶどう 1,736 a 56,690
なし 32,133 a 1,195,610
かき 7,354 a 109,770

平成28年度　事 業 計 画

3



28
年
度
職
員
紹
介

参
　
　事 

漆
原
　康
司

総
務
部

部
　
　長 
川
添
　
　憲

総
務
課 

課
　
　長 

中
井
　一
郎

課
長
代
理 

村
田
　卓
生

課
長
補
佐 

絹
見
孝
一
郎

主
　
　事 

財
原
　麻
衣

主
　
　事 

安
住
　綾
香

企
画
情
報
課

課
　
　長 

田
嶋
　義
人

課
長
代
理 

松
田
　
　明

課
長
補
佐 

福
政
　陽
子

課
長
補
佐 

乾
　
　正
明

主
　
　任 

福
山
　耕
平

主
　
　任 

平
尾
　哲
子

事
業
部

部
　
　長 

井
川
　敦
雄

事
業
一
課 

課
　
　長 

森
田
　博
文

課
長
補
佐 

山
本
勘
次
郎

主
　
　幹 

早
志
　敬
治

主
　
　任 

小
林
　敬
之

主
　
　事 

前
田
　翔
太

主
　
　事 

平
井
　亮
輔

事
業
二
課

課
　
　長 

山
下
　
　武

課
長
補
佐 

永
原
　
　聡

主
　
　幹 

谷
口
　賢
司

主
　
　任 

谷
口
　
　惇

主
　
　事 

中
尾
　里
穂

本
　
　所

所
　
　長 

門
脇
　文
生

主
　
　幹 

河
野
　信
嗣

主
　
　幹 

田
中
久
美
子

係
　
　長 

瀧
奥
　健
吾

獣
　医
　師 

富
岡
　
　啓

獣
　医
　師 

郡
司
　庸
介

獣
　医
　師 

長
谷
川
な
ぎ
さ

獣
　医
　師 

佐
竹
　紗
季

嘱
　
　託 

渡
部
　剛
史

嘱
　
　託 

村
上
　千
里

東
部
支
所

支
　所
　長 

砂
田
　嘉
秋

係
　
　長 

田
中
比
奈
子

西
部
支
所

支
　所
　長 

小
笠
原
剛
士

係
　
　長 

増
田
美
沙
子

係
　
　長 

福
澤
　大
輔

獣
　医
　師 

鈴
木
　将
右

支
　所
　長 

福
谷
　宣
温

支
所
長
付

課
長
補
佐 

小
林
　正
樹

課
長
補
佐 

中
嶋
　宏
司

主
　
　事 

南
口
　翔
太

農
産
課

課
　
　長 

梶
川
　祐
一

課
長
補
佐 

西
村
　誠
司

主
　
　幹 

宮
本
　裕
澄

主
　
　幹 

中
村
　哲
彦

主
　
　幹 
鎌
谷
　正
彦

主
　
　事 
石
谷
　昌
平

家
畜
建
物
課 

課
　
　長 

森
下
　和
彦

課
長
代
理 

三
王
寺
康
希

課
長
補
佐 

福
田
　幸
司

課
長
補
佐 

松
本
　一
宏

主
　
　幹 

北
邨
　裕
之

主
　
　幹 

中
林
　興
輔 

主
　
　任 

米
林
　真
紀

主
　
　事 

藤
原
　達
矢

主
　
　事 

荒
木
　
　望

果
樹
園
芸
課

課
　
　長 

小
林
　
　稔

課
長
代
理 

内
田
洋
之
助

課
長
補
佐 

田
中
　俊
光

主
　
　任 

中
本
　一
也

主
　
　事 

安
藤
　一
英

支
　所
　長 

重
道
　宗
克

支
所
長
付

課
長
補
佐 

豊
嶋
　幸
男

主
　
　幹 

柴
田
　学
彦

主
　
　事 

隅
　
　裕
二

農
産
課

課
　
　長 

宮
本
　雅
則

課
長
補
佐 

尾
﨑
正
二
郎

主
　
　任 

生
原
　由
紀

主
　
　事 

小
椋
　雅
和

主
　
　事 

根
鈴
　健
之

家
畜
建
物
課

課
　
　長 

前
田
　典
顕

課
長
代
理 

河
本
　博
明

課
長
補
佐 

井
上
　
　誠

課
長
補
佐 

吉
村
　一
郎

課
長
補
佐 

中
川
　新
朗

主
　
　幹 

谷
尻
　英
信

主
　
　任 
小
椋
　郁
美

主
　
　任 
有
福
　和
晃

主
　
　事 

樋
口
　雅
人

主
　
　事 

伊
藤
　裕
貴

果
樹
園
芸
課

課
　
　長 

中
本
　浩
二

課
長
代
理 

杉
本
　政
道

主
　
　幹 

小
谷
　敏
彦

係
　
　長 

畷
　真
由
美

係
　
　長 

谷
本
　裕
剛

主
　
　事 

前
田
　裕
太

●
本

　所

●
東
部
支
所

●
中
部
支
所

●
西
部
支
所

●
家
畜
診
療
所

支
　所
　長 

本
池
　
　令

支
所
長
付

課
長
補
佐 

園
　美
穂

課
長
補
佐 

大
江
　直
弘

係
　
　長 

森
田
　英
二

農
産
課

課
　
　長 

池
本
　
　潤

課
長
補
佐 

松
岡
　久
朗

主
　
　幹 

堀
尾
　宏
司

係
　
　長 

小
西
　陽
平

主
　
　事 

齋
木
　政
宏

主
　
　事 

六
井
　
　彩

家
畜
建
物
課

課
　
　長 

新
田
　
　学

課
長
補
佐 

山
根
　浩
一

課
長
補
佐 

石
脇
　知
克

主
　
　幹 

西
田
　顕
一

係
　
　長 

大
塚
　俊
也

主
　
　任 

岡
田
　紋
子

主
　
　任 

宇
田
川
明
寛

 

果
樹
園
芸
課

課
　
　長 

野
口
　晴
文

課
長
補
佐 

天
津
　康
彦

主
　
　幹 

金
田
　
　準

主
　
　幹 

新
　
　直
幸

主
　
　事 

高
見
真
由
美

皆様のお役に立てるよう
頑張ります！

東部支所
あんどう かずひで
安藤　一英

中部支所
い とう ひろ き
伊藤　裕貴
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右
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司
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口
　翔
太

農
産
課

課
　
　長 

梶
川
　祐
一

課
長
補
佐 

西
村
　誠
司

主
　
　幹 

宮
本
　裕
澄

主
　
　幹 

中
村
　哲
彦

主
　
　幹 

鎌
谷
　正
彦

主
　
　事 

石
谷
　昌
平

家
畜
建
物
課 

課
　
　長 

森
下
　和
彦

課
長
代
理 

三
王
寺
康
希

課
長
補
佐 

福
田
　幸
司

課
長
補
佐 

松
本
　一
宏

主
　
　幹 

北
邨
　裕
之

主
　
　幹 

中
林
　興
輔 

主
　
　任 

米
林
　真
紀

主
　
　事 

藤
原
　達
矢

主
　
　事 

荒
木
　
　望

果
樹
園
芸
課

課
　
　長 

小
林
　
　稔

課
長
代
理 

内
田
洋
之
助

課
長
補
佐 

田
中
　俊
光

主
　
　任 

中
本
　一
也

主
　
　事 

安
藤
　一
英

支
　所
　長 

重
道
　宗
克

支
所
長
付

課
長
補
佐 

豊
嶋
　幸
男

主
　
　幹 

柴
田
　学
彦

主
　
　事 

隅
　
　裕
二

農
産
課

課
　
　長 

宮
本
　雅
則

課
長
補
佐 

尾
﨑
正
二
郎

主
　
　任 

生
原
　由
紀

主
　
　事 

小
椋
　雅
和

主
　
　事 

根
鈴
　健
之

家
畜
建
物
課

課
　
　長 

前
田
　典
顕

課
長
代
理 

河
本
　博
明

課
長
補
佐 

井
上
　
　誠

課
長
補
佐 

吉
村
　一
郎

課
長
補
佐 

中
川
　新
朗

主
　
　幹 

谷
尻
　英
信

主
　
　任 

小
椋
　郁
美

主
　
　任 

有
福
　和
晃

主
　
　事 

樋
口
　雅
人

主
　
　事 

伊
藤
　裕
貴

果
樹
園
芸
課

課
　
　長 

中
本
　浩
二

課
長
代
理 

杉
本
　政
道

主
　
　幹 

小
谷
　敏
彦

係
　
　長 

畷
　真
由
美

係
　
　長 

谷
本
　裕
剛

主
　
　事 

前
田
　裕
太

●
本

　所

●
東
部
支
所

●
中
部
支
所

●
西
部
支
所

●
家
畜
診
療
所

支
　所
　長 

本
池
　
　令

支
所
長
付

課
長
補
佐 

園
　美
穂

課
長
補
佐 

大
江
　直
弘

係
　
　長 

森
田
　英
二

農
産
課

課
　
　長 

池
本
　
　潤

課
長
補
佐 

松
岡
　久
朗

主
　
　幹 

堀
尾
　宏
司

係
　
　長 

小
西
　陽
平

主
　
　事 

齋
木
　政
宏

主
　
　事 

六
井
　
　彩

家
畜
建
物
課

課
　
　長 

新
田
　
　学

課
長
補
佐 

山
根
　浩
一

課
長
補
佐 

石
脇
　知
克

主
　
　幹 

西
田
　顕
一

係
　
　長 

大
塚
　俊
也

主
　
　任 

岡
田
　紋
子

主
　
　任 

宇
田
川
明
寛

 

果
樹
園
芸
課

課
　
　長 

野
口
　晴
文

課
長
補
佐 

天
津
　康
彦

主
　
　幹 

金
田
　
　準

主
　
　幹 

新
　
　直
幸

主
　
　事 

高
見
真
由
美

皆様のお役に立てるよう
頑張ります！

東部支所
あんどう かずひで
安藤　一英

中部支所
い とう ひろ き
伊藤　裕貴

ET(受精卵移植）とは 
優秀な雌牛から受精卵を採取し、これを別の雌牛の
子宮に移植し、その腹を借りて胎子を育て子牛を分
娩させる技術。

▲受精卵移植

ET和牛子牛の分娩時の注意点
黒毛和種素牛の市場価格が高騰し、受精卵移植による和牛子牛生産の需要が高まっています。これ

まではホルスタイン種の借腹によるET和牛子牛の分娩は出生時の体重が小さいため、難産になりに
くい傾向がありました。しかし、近年用いられている多くの人気種雄牛から生まれる和牛子牛の出生
体重は、ホルスタイン種の子牛と同じくらいか、それ以上である場合があります。そのため、分娩時
に胎子が大きくなりすぎて難産になり、無理な牽引による事故や帝王切開が増加しています。

胎児は分娩直前に急速に成長します。分娩予定日を過ぎても（未経産の場合５日、
経産牛の場合７日）分娩兆候が見られない場合、獣医師の診察を受けましょう。

分娩予定日が過ぎたら

出生直後に臍帯をヨード剤で消毒しましょう。細菌に感染すると臍帯炎や膀胱炎
などの原因になります。

臍帯の消毒

子牛が初乳から免疫抗体を吸収できる時間には限界があります。生後12時間以降
急速に減少し、24時間を経過するとほとんど吸収できなくなります。そのため、な
るべく早く初乳を飲ませることが重要です。ただし、母牛の初乳の抗体量にはばら
つきがあるため、人工初乳を利用することをお勧めします。

初乳の給与

出生直後の子牛は発育が速いた
め「生理的貧血」になりやすく、
免疫力が低下したり発育が遅れる
ことがあります。生後３日前後に
鉄剤等の投与をしましょう。

鉄剤等の投与

詳しくは最寄りの

家畜診療所まで

お問い合わせください。

5

家  畜
共  済

N O S A I  T O T T O R I



４月17日・５月３〜４日
強風による園芸施設の被害状況
　４月17日の強風の影響で、当組合管内の園芸施設が103戸149
棟被害を受けました。
　その後、５月３〜４日にも強風が吹き荒れ、当組合管内で79戸
97棟の被害が発生しました。

４月17日被害

５月３〜４日被害

東部支所12戸12棟、中部支所68戸102棟、西部支所23戸35棟

東部支所26戸32棟、中部支所29戸38棟、西部支所24戸27棟

連棟ハウス（全損被害）

多目的ネットの側面破れ

被覆材と附帯施設への被害

ビニール破れ

近年、異常気象に伴う事故が発生しています。
ぜひ園芸施設共済に加入しましょう！！
近年、異常気象に伴う事故が発生しています。
ぜひ園芸施設共済に加入しましょう！！
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詳しくは
最寄りの支所へ
ご確認ください！

盗難は対象となりませんので
ご注意ください！

また、建物の状態によっては加入をお断りすることがあります。

　平成28年産の収容農産物から補償対象となりますので、既に
総合共済へご契約の組合員様については、28年産の農産物に
限り特例で追加付帯することができます。

収容農産物補償特約
新しく

できました！

Aタイプ Bタイプ
共済掛金：１口当たり 1,000円

１事故１万円を超える損害に対し、実損害金額を共済金でお支払いします！

１建物、１品目につき 100万円 以上 で、最高 500万円 まで加入が可能！

共済掛金：１口当たり 3,000円

補償期間は
農産物収穫後120日以内

補償期間は
1年間

対象となる農産物 対象は、
火災・自然災害等 です！

　平成28年６月から、これまでNOSAIになかった納屋などに収容される農産物の
補償が始まりました！
　この機会に、皆様の大切なお米等を災害から守りましょう！

一時保管向け 通年保管向け

総合共済に付帯

米 大豆麦
＊収容農産物とは、出荷前の一時保管、また、販売目的で
保管しているもの、および乾燥・調整等作業中のもの。
自家消費分は除きます。
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平成29年４月１日 から

変わるポイント  その①

１台当たり 現行 500万円

補償限度額の引き上げ補償限度額の引き上げ

1,000万円

変わるポイント  その②

       （現行）
１回目　　無し
２回目　　20％
３回目　　50％

         （改定後）
１回目　　
２回目　　30％
３回目　　60％

10％または10万円
のうちいずれか低い方

事故免責基準等の変更事故免責基準等の変更

変わるポイント  その③ 引受制限の実施引受制限の実施

農機具共済が変わります！農機具共済が変わります！
平成29年度から、農機具共済の仕組みが変更になります！
組合員の皆様のご理解をよろしくお願いします。

① 事故回数による免責基準　（格納中以外の事故）

② 消耗品等の取扱基準

詳しくは、お近くの支所へお問い合わせください！

　従来、消耗部品は支払い対象外として、支払いから除いていましたが、支払い対象
に含めることとします。
ただし、消耗品のみに発生した損害は従来通り支払い対象外となります。

　新品農機具購入後、14年を超えたものは、新調達価額の50％を加入限度とします。
（中古農機具の場合は、メーカーが製造打ち切りを行った年から14年とします）

　ただし、損害評価員の査定により、加入者の過失が全く認められないと判断された場合には、免責対象
としません。
　※平成28年度より、外部の専門家に損害評価員を委嘱し、損害査定を行っています。

損害額の免責割合

農機具
共   済
N O S A I  T O T T O R I
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農業共済新聞 鳥取支局 地域げんき通信地域げんき通信
NOSAI 機関紙「農業共済新聞」では、地域の情
報を伝えるために最終面を地方版（１週：鳥取
版、２～４週：中国版）にしています。鳥取支局
が担当し、過去に掲載された記事を紹介します。

2015年３月１週号

「
新
た
な
薬
味
・
調
味
料
と
し
て
使

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
、
八
頭
町

米
岡
、
れ
ん
ぶ
つ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
蓮

佛
廣
文
代
表
。
２
０
１
１
年
か
ら
自
家

産
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
加
工
品
「
れ
ん

ぶ
つ
し
ょ
う
が
」
を
販
売
し
て
い
る
。

「
れ
ん
ぶ
つ
し
ょ
う
が
」
は
生
の
生

姜
を
ス
ラ
イ
ス
し
、
乾
燥
さ
せ
た
後
、

粉
砕
機
で
粉
末
状
に
し
た
商
品
。

「
有
機
栽
培
な
の
で
規
格
外
に
な
る

生
姜
も
多
い
が
、
加
工
す
る
こ
と
で
有

効
利
用
で
き
る
。」
と
蓮
佛
代
表
。

販
売
先
は
、
主
に
Ｊ
Ａ
の

直
販
店
で
、
健
康
食
品
の
よ

う
に
使
っ
て
い
る
人
も
多
く

好
評
だ
。
現
在
は
、
県
内
の

飲
食
店
で
使
わ
れ
る
な
ど
利

用
が
広
が
っ
て
い
る
。

夫
婦
二
人
で
の
作
業
の

為
、
大
量
生
産
は
難
し
い

が
、
妻
の
和
子
さ
ん
は
「
生
姜
は
薬
味
。
加
工
す

る
こ
と
で
保
存
も
利
き
、
便
利
が
良
い
。
ど
の
料

理
に
で
も
少
し
入
れ
る
だ
け
で
体
が
ぽ
か
ぽ
か
に

な
る
。
ぜ
ひ
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

「
れ
ん
ぶ
つ
し
ょ
う
が
」
新
た
な
薬
味
、
調
味
料
に�

〈
八
頭
町
〉

2015年11月１週号

2015年10月４週号

黒
大
豆
で
ポ
ン
菓
子
「
く
ろ
ぽ
ん
」　
大
豆
栽
培
に
期
待	

〈
江
府
町
〉

低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
発

高
強
度
鋼
管
パ
イ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 〈

北
栄
町
〉

江
府
町
の
宮
市
特
産
品
開
発
グ
ル
ー

プ
「
す
り
ー
び
ー
ん
ず
」
が
、
同
町
産

黒
大
豆
を
加
工
し
た
ポ
ン
菓
子
「
く
ろ

ぽ
ん
」の
商
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

森
美
里
会
長
が
正
月
用
の
残
っ
た
黒

大
豆
で
ポ
ン
菓
子
を
試
作
し
、
特
産
物

直
売
所
「
み
ち
く
さ
」（
同
町
佐
川
）

で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
２
日
で
品
切
れ

に
な
る
ほ
ど
の
売
れ
行
き
だ
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
田
啓
さ
ん

が
商
品
の
魅
力
に
着
目
し「
く
ろ
ぽ
ん
」

の
販
売
を
提
案
。
昨
年
６
月
に
、
近
隣

農
家
を
含
む
計
５
人
で
同
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
た
。

長
田
さ
ん
は
「
黒
大
豆
の
ポ
ン
菓
子
は
歯
ご
た

え
の
あ
る
若
者
好
み
の
味
。
女
性
に
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
検
討
中
で
す
」

と
話
す
。
商
品
も
白
大
豆
を
使
っ
た
「
し
ろ
ぽ
ん
」

や
干
し
ぶ
ど
う
な
ど
種
類

を
増
や
す
計
画
だ
。

森
会
長
は
「
大
豆
を
栽

培
す
る
人
は
お
年
寄
り
が

多
く
、若
い
人
が
少
な
い
。

「
く
ろ
ぽ
ん
」
を
き
っ
か

け
に
若
者
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

健

強
鳥
取
型
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
耐
雪
型
と
通

常
型
が
あ
る
。共
通
仕
様
は
、高
強
度
鋼
管

パ
イ
プ
を
使
用
し
パ
イ
プ
ピ
ッ
チ
幅
を
50
㎝

か
ら
70
㎝
に
広
げ
る
こ
と
で
強
度
を
保
ち
な

が
ら
資
材
費
の
大
幅
削
減
を
実
現
。裏
側
の

ド
ア
も
片
開
き
に
す
る
こ
と
で
資
材
費
を
削

減
し
て
い
る
。

耐
雪
型
仕
様
は
共
通
仕
様
に
加
え
て
、強

度
を
上
げ
る
た
め
、側
面
を
丸
パ
イ
プ
か
ら

角
パ
イ
プ
に
変
更
し
、ハ
リ
の
補
強
方
法
も

従
来
の
Ｔ
字
型
か
ら
Ｘ
字
型
に
変
更
し
た
。

ア
ン
カ
ー
は
螺
旋
式
と
打
ち
込
み
式
の
併
用

で
耐
風
強
度
を
向
上
。屋
根
面
は
雪
が
落
ち

や
す
い
よ
う
に
角
度
を
つ
け
る
た
め
20
㎝
高

く
し
た
。

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
た
北
栄
町
大
谷

の
酒
田
正
彦
さ
ん
は
「
鳥
取
型
低
コ
ス
ト
ハ

ウ
ス
は
、資
材
費
の
削
減
が
大
き
な
点
で
、

強
度
も
問
題
な
い
。補
助
事
業
な
ど
受
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
増
棟
し
た
い
」と
話
す
。

県
で
は
鳥
取
型
低

コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
基

本
設
計
を
業
者
へ
情

報
公
開
し
、今
後
、ハ

ウ
ス
を
対
象
と
し
た

補
助
事
業
を
実
施
し

な
が
ら
普
及
を
図
り

た
い
考
え
だ
。

豆

平成29年４月１日 から

変わるポイント  その①

１台当たり 現行 500万円

補償限度額の引き上げ補償限度額の引き上げ

1,000万円

変わるポイント  その②

       （現行）
１回目　　無し
２回目　　20％
３回目　　50％

         （改定後）
１回目　　
２回目　　30％
３回目　　60％

10％または10万円
のうちいずれか低い方

事故免責基準等の変更事故免責基準等の変更

変わるポイント  その③ 引受制限の実施引受制限の実施

農機具共済が変わります！農機具共済が変わります！
平成29年度から、農機具共済の仕組みが変更になります！
組合員の皆様のご理解をよろしくお願いします。

① 事故回数による免責基準　（格納中以外の事故）

② 消耗品等の取扱基準

詳しくは、お近くの支所へお問い合わせください！

　従来、消耗部品は支払い対象外として、支払いから除いていましたが、支払い対象
に含めることとします。
ただし、消耗品のみに発生した損害は従来通り支払い対象外となります。

　新品農機具購入後、14年を超えたものは、新調達価額の50％を加入限度とします。
（中古農機具の場合は、メーカーが製造打ち切りを行った年から14年とします）

　ただし、損害評価員の査定により、加入者の過失が全く認められないと判断された場合には、免責対象
としません。
　※平成28年度より、外部の専門家に損害評価員を委嘱し、損害査定を行っています。

損害額の免責割合

農機具
共   済
N O S A I  T O T T O R I
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未
来
へ

は
ば
た
け

未
来
の
担
い
手
を
紹
介
し
ま
す

鳥取市の介護施設で事務の仕事をして
います。当然のことですが、ミスをしな
いことを一番に心掛けています。
ゴルフが趣味で、休日は友達や友達家
族と一緒に県内だけでなく、県外のコー
スにも足を延ばします。自然の中で体を
動かすことは、気持ちよくて運動不足の
解消にもつながります。
おじいさんが農業をしていて、子供の
頃に手伝った経験があります。暑い中、
思った以上の重労働で大変だったことを
覚えています。

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーです

まちかどスマイル

佐瀬　大輔さん
倉吉市服部
さ　せ だいすけ

休日はゴルフでリフレッシュ

えんどう

遠藤あゆみさん
鳥取市

生
ま
れ
も
育
ち
も
横
浜
で
農

業
と
は
無
縁
の
生
活
で
し
た
が
、

夏
休
み
な
ど
に
よ
く
遊
び
に
来

て
い
た
こ
と
か
ら
母
親
の
実
家

に
愛
着
が
わ
き
、
１
年
前
よ
り

倉
吉
市
に
移
住
を
し
ま
し
た
。

移
住
前
は
銀
行
員
な
ど
を
経
験

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
次
第

で
結
果
が
出
る
部
分
に
魅
力
を

感
じ
、
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
、
米
90
ａ
と
露

地
ス
イ
カ
10
ａ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
地
元
の
生
産
組
合
の
人

た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
で
ス
イ
カ
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
経
験
が
少
な
い
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
作
物
に
挑
戦

し
て
、
各
々
の
品
質
を
高
め
て

い
き
た
い
で
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
こ
の
家
を
活

か
し
て
農
家
民
宿
も
し
て
み
た

い
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
作
物
に
挑
戦

10



正解者の中から抽選で10名様に、鳥取市青谷町　
はせ川ジャム　５種セットをプレゼント。
●薔薇ジャム　●リンゴジャム　●イチゴジャム
●キウイジャム　●にんじんジャム

応募方法

応募宛先 〒680-0841
鳥取市吉方温泉3丁目811
鳥取県農業共済組合広報係

応募締切 平成28年８月１日（月）当日消印有効

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いた
しません。

※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご
了承ください。氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お
待ちしております。

ヨコのかぎ
①太陽が西にしずみ始めるころ
⑤鼻に感じるしげき
⑥草木の生えていない山
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⑨自分の体を相手にぶつけること
⑩○○志摩サミット

タテのかぎ
②やわらかい毛
③谷の底のほうの狭い土地
④○○○○格差。貧富の差
⑥郵便物など目的地に送り届けること
⑦魚などを焼く金網
⑧神社の前に立っている門

読 者 の こ え

●農業をしていても農業共済のことはあまり知ら
なかったのですが、度々届けて下さるNOSAI
とっとりを読んでいると、学ぶことが多くあり
ます。
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したい気持ちになります。（60代女性）
→応援ありがとうございます。
●地域げんき通信が面白く、また、興味があります。
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ます。（60代男性）
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新聞で紹介します。

A B C D

①

⑥

⑨

⑦

② ④

⑤

⑧

⑩

③

B D

A

C

A～Dを順に並べて完成した言葉が答えです。

鳥取市／田渕　慎也さん
鳥取市／長谷川　仁さん
八頭町／藤田由紀子さん
若桜町／藤原　賢一さん
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⑥ ⑦

②①

⑪

⑫
B

C

③

⑨

⑩

⑧

④ ⑤

D

A

〈応募ハガキ 記入例〉

※景品は写真と若干異なります。

①クイズの答え
②郵便番号
③住　　所
④氏　　名
⑤年　　齢
⑥性　　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

プレゼント応募券
2016 年 初夏号 地産地消を応援

【９号の答え】シナモン
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、
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。
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。
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早
期
支
払
い
の
た
め
に

退
職
の
あ
い
さ
つ

訃　
報

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
農
林
水
産
省
の
指
導

で
、
現
金
の
取
扱
い
を
無
く
す
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
取
扱
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
各
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
金
で
の
納
入
を
さ
れ
た
場
合
は
後

日
、
現
金
納
入
の
確
認
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
必
ず
返
信
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
家
具
類
（
テ
レ
ビ
な
ど
）の
落
雷
事
故
、

農
機
具
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ

に
各
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
故
に
よ
り
修
理
に
出
さ
れ
た
場
合

は
、
必
要
書
類
の
早
期
作
成
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉
落
雷
証
明
書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉
請
求
書（
修
理
明
細

　
　
　
　
　
　
　

が
わ
か
る
も
の
）

　
組
合
員
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〈
退
職
〉

中
部
支
所　
　
河
金　
寛
治

　
　
　
　
　
　
松
本　
成
司

西
部
支
所　
　
大
門　
昌
樹

家
畜
診
療
所　
渡
部　
剛
史（
再
雇
用
）

　
　
　
　
　
　
村
上　
千
里（
再
雇
用
）

理
事
会
報
告

掛
金
は
自
動
振
替
で
！

編
集
後
記

農
業
共
済
新
聞
は

週
刊
な
の
で
ゆ
っ
く
り
読
め
る
!!

●
農
業
共
済
新
聞
は
農
業
に
関
す
る
情

報
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

●
購
読
中
の
方
に
は
、
毎
月
３
名
様
に

抽
選
で
ノ
ー
サ
イ
く
ん
グ
ッ
ズ
が
あ

た
り
ま
す
。

●
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！
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熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
職
員
旅
行
で
熊
本
城
、
阿
蘇
山
を
訪
れ
た
時
を
思
い

出
し
ま
す
。

　
熊
本
城
で
武
者
返
し
の
石
垣
に
感
銘
し
、
阿
蘇
山
で

は
緑
の
大
草
原
に
気
持
ち
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
硫

黄
の
匂
い
と
煙
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

平
成
27
年
度　
第
７
回
理
事
会

日
時
：
平
成
28
年
３
月
15
日
（
火
）

　
審
議
事
項

①	

平
成
27
年
度
定
期
監
査
（
中
間
）
要
望
並
び
に
改
善

事
項
の
回
答
に
つ
い
て

②	

平
成
27
年
度
随
時
監
査
要
望
並
び
に
改
善
事
項
の
回

答
に
つ
い
て

③	

諸
内
規
則
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

④	

職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

⑤	

平
成
27
年
産
果
樹
共
済
（
な
し
・
か
き
）
共
済
金
の

支
払
い
に
つ
い
て

⑥	

平
成
27
年
産
畑
作
物
共
済
（
大
豆
・
そ
ば
）
共
済
金

の
支
払
い
に
つ
い
て

⑦	

共
済
部
長
、
損
害
評
価
員
の
委
嘱
・
任
免
に
つ
い
て

⑧	

損
害
評
価
会
支
所
部
会
委
員
の
任
免
に
つ
い
て

⑨	

平
成
28
年
度
指
定
獣
医
師
等
の
契
約
に
つ
い
て

⑩	

東
部
支
所
等
新
築
工
事
に
つ
い
て

⑪	

本
所
事
務
所
等
に
つ
い
て

平
成
28
年
度　
第
１
回
理
事
会

日
時
：
平
成
28
年
４
月
25
日
（
月
）

　
審
議
事
項

①	

理
事
委
員
会
の
配
属
に
つ
い
て

②	

支
所
業
務
担
当
理
事
に
つ
い
て

③	

理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
８
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

元
副
組
合
長
理
事　

前
田　

正
雄 

氏
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